エッサ デ ケイロース チョ マイアケ ノ ヒトビト 4 ダイ4ショウ by 尾河 直哉 & オガワ ナオヤ
― PB ―― 1 ― 流通経済大学論集　Vol.48, No.4
第四章
カルロスは医学を勉強することになった。トリゲイロス博士の言
うように、この青年はつねづね紛れもない「医神アイスクレピオスの天分」を示していた。「天分」がとつじょ明らかになったのは、カルロスがある日、屋根裏部屋に山と積まれた古本の中から、もはや骨董品と化した染み
だらけの古い人体解剖図の巻物を発見したときである。以来カルロスは、ひねもす巻物を切り抜いては、肝臓やらうねうねとした腸やら「中身の見える」横顔やらを部屋の壁に貼り付けて過ごした。ある晩など、居間に飛び込んで来ると、子宮の中の六ヶ月の胎児を描いたリトグラフをシルヴェイラ姉妹とエウゼービオに得意満面に見せたことさえある。ドナ・アナは叫んで後ずさりしながら扇子で顔を隠し 。顔を真っ赤にした検事先生も、 ビオジーニョをそっと膝のあいだにはさんでそ 眼を両手で覆った。だが、ご婦人方の顰蹙 もっとも買ったのは、カルロスにたいするアフォンソ甘い態度だった。「で、このどこがまずいと？」アフォンソは笑みを浮かべながら言った。「アフォンソ・ダ・マイアさん。どこがまずいって、あなた！」
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とドナ・アナは叫んだ。 「破廉恥ですよ！」「よろしいですか、自然のなかには破廉恥なものなんてなにひとつとしてありゃしません。破廉恥は無知のほうですよ…だからあの子はあれでいい。ヒトというこの哀れな機械がどうなっているか知りたい。これほど素晴らしいことはありません」ドナ・アナは息を切らしながら扇子でしきりに顔を煽っていた。
子どもにあんな恐ろしいものを平気で与えるなんて！…ドナ・アナにはカルロスが「 これ知っている」放
リベルタン
蕩者に思えてきたのであ
る―
サンタ・オラーヴィアの廊下では、金輪際テレジーニャをカ
ルロスと二人だけで遊ばせないわ。
とはいえ、まじめな男たち、つまり検事や教区司祭ま もが、一
方では事態のいささか慎重さに欠けたことを遺憾に思いながらも、カルロスが医学への天稟を大いに示していると認める点 は一致していた。「このままいけば」と、トリゲイロス博士が預言者然として言った。 「この先大物を期待できますな！」カルロスにはたしかにその予感が漂ってい 。コインブラでリセウ
（１）
の学生になったカルロスは、論理学と修辞学
の教科書を放り出し、解剖学にのめり込んだ。休暇 入っ ゲルトルーデスがトランクを開けると、畳んだ上着のあいだから髑髏の白い笑い顔が見えてどきりとするのだった。召使いのひとり 病気になったときなど、図書館から借りてきた古い医学書で ぐ 症例を検討したのは他ならぬカルロスであ カルロスは病床を片時も離れずに診断を下した。立派なトリゲイロス博士はその診断を耳にして敬意を抱き、深 感慨に耽っ もの 博士は祖父を前にして、この青年を早くも「才能豊か わが同僚」とさえ呼 。
カルロスが思いがけなく踏み込んでいったこの人生行路は（カル
ロスはこの期に及んでも相変わらず法学士の肩衣をかけるはずだと思われていた） 、サンタ・オラーヴィアの親しい友人たち あいだ
で受けが悪かった。とりわけご婦人方は、あれほどの美しく立派な紳士になりそうな若者が膏薬を処方したり、噴き出す血に手を汚したりしてあたら人生を過ごすようになることを嘆いた。判事にいたっては、ある日、あの立派なカルロスくんが「本気で医者になり」たいなん 思っとるんだろうか、と疑念まで呈した。「これはしたり！」アフォンソは叫んだ。 「あの子に、本気で医者になる気がな ですと？ひとつの職業を選んだとすれば、それは、他の人たちと同じように、誠実に、しかも野心をもってその仕事をやり遂げたいから よ。こっちだ て伊達や酔狂で ましてやわざわざ素人養成 めに教育をしてい わけじゃない。お国に有為な人間 作ろうとやっとるわけで…」「でもなあ」と判事は微妙な笑みを浮かべながら言った。 「お孫さんが有 になれる仕事なら、もっ 大事な、おそらくもっ適切な仕事がほかにもあるとお思 にな ゃしませんか？」「そうは思わんな」とアフォンソ・ダ・マイアは答えた。 「仕事という仕事が病気にかかっているよ なこの国じゃあ、最高に愛国的な奉仕とは、間違いなく、人 治療す ことですよ」「万人に通じるお話で」と司法官は敬意の滲んだ声でつぶやい医学においてカルロスを惹きつけたのは、他でもない、この「本
気で」役に立つ実用的な暮らしであった。忙しさにてんてこ舞いしながら、広い病院の階段を 人の許へと大急ぎで上ってゆく。医
メス 師の小刀で患者が救われる。家族が取り乱すなか、つきっきりで
徹夜の看病をし 患者のために死力を尽くす。子ど のころは しかに内臓の独特な形に魅了されていた。しかし今では、実際に体を動かして人を救う医学の英雄的な側面に惹かれているのだった。
カルロスは大喜びでリセウに入学した。孫が長期にわたって静か
に勉強ができるよう、祖父はセーラス
（２）
に美しい家を用意した。ぽつ
んと孤立した一軒家だが 緑の鎧戸が趣を添える、イギリスコッテージ風の優美な家で、樹木に囲まれたそ 姿は涼やかだった。カ
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ルロスのある友人（ジョアン・ダ・エーガとかいう名前だった）が、この家に「セーラス宮殿」という名前をつけた。居間の絨毯やモロッコ革の肘掛け椅子、甲冑と楯のセットなど、学生の暮らす環境にはめったにない豪華さだったからである。
この華々しい暮らしが始まったころ、カルロスは貴族たちから一
目置かれ、民主主義者ではないらしいと思われていた。ところが、この快適な家の主人がプルードンやオーギュスト・コント、ハーバート・スペンサーを読み、祖国を「卑 屑」 考えているこが知られるようになると、最も過激な革命家がセーラス宮殿を訪れるようになった。風来坊詩 や、家財道具とて粗末なベッドと聖書くらいしか持っていないがちがちの社会主義者がトロヴァンの家に自由に出入りしてい ころとなんら変わり かった。
だれに対しても気持ちよく接していたカルロスは、数ヶ月後が過
ぎるころにな とすでに、精
ダンディー 神的貴族主義者やこの世を達観したよ
うな哲学者たちとも折り合いをつけるようにな ていた。当時からすでにベルリンの名誉大使館員で、毎晩のように燕尾服を着ていた鬼才セーラ・トーレスや、 『悪魔の死』と う本を構想し アヴェイロ外套とカワウソの毛でできた大き ふちなし帽にひっそりと身を潜めた非凡なクラヴェイロ は、自家用四輪馬車の運転席にしょっちゅう並んで座ってい 。
セーラス宮殿は、その不活発な田舎風の外貌とはうらはらに、さ
まざまな活動の坩堝と化した。庭は科学的な体操をす ため 運動場になり、古い厨房は武道場 改造された。このグル プではフェンシングが社交に欠かせなかったからである 夜になると食堂では真面目な若者たちが真面目にホイストをする。大広間ではクリスタルガラスのシャンデリアのもと、 『フィガロ』や『タイムズ』などパリやロンドンの雑誌がテーブルの上に散乱し、ガマチョがショパンやモーツァルトをピアノで弾く たわら、文学好きたちが肘掛け椅子に身を投げ出して、民主主義や、芸術や、実証主義や、写実主
義や、教皇権や、ビスマルクや、愛や、ユゴーや、進化についてがやがやと熱っぽく語るのだが、タバコの煙のなかで火花を散らしたところで、すべてはその煙のように軽く捉えどころがなかった。お仕着せを着た召使がそばにいてビールを注いでくれたり、コロッケを給仕してくれたりするために、哲学的な議論や革命にたいする確信さえもが、ますます洗練された興趣を帯びるのだった。
カルロスがまもなくして、医学の解説書を開きもせずにテーブル
に放り出すようになったのは当然の成り行きであった。ありとあらゆる文学と芸術がカルロスの関心を心地よく惹きつけた。ソネットをいくつかと、パルテノン神殿にかん 論文を一本『インスティトゥト』に発表した。 『サランボー』
（３）
に感化され、考古学的な物語
を書き、急ごしらえのアトリエでは油絵に挑戦し 。それだけではない。午後にな ときまって自分の馬 二頭乗り回していたる。第二学年 落第せずに済んだのは カルロスが名 通った金持ちだったからにすぎ い。祖父の悲しみを思うと、カルロスは不安に身が震え、知的な浪費を抑えて 自ら 選んだ科学の道に引きこもることにし 。するとたちまち「次席」を取った。だが、カルロスの血中にはすでに
趣ディレッタンンティズム
味道楽
の毒が回っていた。ジョアン・ダ・
エーガに言わせれば、間抜けな人類がたち ち罹って死ぬ病気
（４）
を発
明するあ 文学的な医者 なる宿命を背負っ い のである！
祖父はときおりセーラスを訪れては一、二週間過ごした。祖父の
訪問は、最初のころ、ホイストをや 人たちこそ喜ばせ も の、文学談義には水を差す結果 な 青年たちは遠慮し ビーグラスになかなか手を伸ばそう せず あちらこ らから聞こえくる「旦那様」という言葉に萎縮していたからである。だ 、スリッパ履きの祖父がパイプ くわえて現 、さ が 自
ボヘミヤン
由人の族長
といった打ち解けた風情で安楽椅子 横たわり 芸術や文学 論じ、イギリス時代やイタリア時代 小話を語って聞 せ 姿を見ているうちに、みんなは少しずつこの男 白ひげの仲間だと考え よ
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うになり、早くも祖父のまえで女性や放蕩について語るようになっていた。この老貴族ときたらあんなに裕福なの 、ミシュレを読み、ミシュレに心酔している だ
―
ついには民主主義者までもが
アフォンソに夢中になった。そしてアフォンソもまた 才能に恵まれ、勉強熱心なこの申し分のな 青年たちに愛しいカルロスが囲まれているところを眺めていると、幸せな気分になるのだっ 。
カルロスは長期休暇をリスボンや、ときにパリやロンドンで過ご
したが、クリスマスと復活祭には必ず 今や一人になった祖父が暇に飽かせて愛情を注ぎぴかぴかにしているサンタ・オラーヴィアにやって来 。居間には素晴らしいアラス織りやルソーとドービニー
（５）
の風景画、高価で芸術的な家具が置 れ 。窓から見える農園は、イギリス式庭園のように格調高い姿を見せてい 柔らかな芝生を縫って優美にうねうねと続く砂の道。緑 ま まに岩肌を せる大理石。栗の木の下で眠る く肥えた見栄えのい 牡羊たち。だが、こうした豊かな環境に包ま た暮らしも、今や、かつてほどの陽気さを保ってはいなかった。日に日 てゆく伯爵夫人は夕食後たちまち鬱血状態に陥るよう なり まずテイシェイラが、次でゲルトルーデスが亡くなった。ふたりとも肺炎が原因で、いずれもカーニヴァルの期間中のことだ た。そのうえ教区司祭の優しい顔も食卓に見ることができなか た。石の十字架の下の、一年を通して咲くアラセイトウとバラのあいだに眠 ていたからである。手風琴を弾く司法区判事は、ポルトの高等裁判所 転属 なった。病気の重いドナ・ ナ・シルヴィアは外に出 くなり、テレジーニャはシトロンのように黄色い顔の醜い小娘にな いた。軟弱 陰鬱なエゼウビオジーニョは、古書と文字にたいする最初のころの愛情をすっかり失ったまま、レグア
（６）
で結婚することになっている。ひと
り検事だけが取り残されたように同じ司法区 とどまってい いささか禿げ上がったこと 別にすればすべては相変わらずで、愛想の良さも同じ ら、動きの鈍いドナ・エウジェニアへの愛情にも変
わりはなかった。そして午後になるとほぼ毎日決まって、老トリゲイロスが表門で雌の白馬から降り、同僚と肩の凝らないおしゃべりをしてゆくのだった。
カルロスにとってヴァカンスが本当に楽しかったのは、偉大な親
友ジョアン・ダ・エーガをサンタ・オラーヴィアに連れて来たときであった。アフォンソ・ダ・マイアもこの男に愛情を抱くようになった。本人の魅力とその独創性もさる とながら、ジョアンがアンドレ・ダ・エーガの甥だという理由もあった。アンドレ・ダ・エーガはアフォンソの若い頃の旧友で、 オラーヴィアは以前、アンドレも迎え入れていたのである。
エーガは法学を勉強していたが、試験に失敗したり、一年棒に
振ったりと、その歩みは遅々としていた。裕福な未亡人で信心に凝り固まった母親は、やはり信心に凝り固まった裕福な未亡人の娘一緒にセロリーコ・デ・バスト
（７）
近くの農
キンタ 園付き別荘に引きこもって
いたが、ジョアンジーニョがこの時期コイ ブラでなにをしていたか、漠然としかわかっていなかった。礼拝堂付き司祭は、最後にはきっとお望み通りに事が運びますよ、息子さんはお父上や叔父上のようにいつかきっと博士になるはずです、と断言し 。 りわけ内臓に病気を抱え セラフィン神父の慰めに縋りつい 夫人にとっては、この見込みだけでじゅうぶんだ 非常識ないたずらや不道徳なことをしでかして田舎で顰蹙を買うくらいなら、コンブラでもどこでも、 にかく自宅から遠いところ いてくれた方が良いとさえ思っていた。
事実、ジョアン・ダ・エーガはセロリーコばかりでなく大学でも
―
ジョアンはその厚かましさと言葉で大学を驚かせていた
―
人
間社会にかつて出現した最大の無神論者、最大の民
デマゴーグ
衆扇動家と考え
られており、そのこ に得々としていた。神と社会秩序への憎悪をことさら大げさに言い募り、中流階級 殲滅 結婚の虚妄 とらわれない自由な恋 土地の分配、悪魔の崇拝 望んでいた。この方
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面に知性を働かせすぎたため、ついには物腰と顔つきにもその影響が出るようになった。痩せてひょろりと背が高く、鉤鼻の下で口ひげがぴんと反り返り、右眼に四角い片眼鏡をかけたその姿には、なるほどどこか反抗的で悪魔的なところがあった。大学に入学するとすぐに、エーガは以前の自
ボヘミアン
由奔放な習慣を再開した。裂け目を白
い糸で縫ったスータンを着て安酒をあおり、夜な夜な橋の上で両手を上げては神を冒涜す 。しかし、エーガは本質的に感傷的な男で、手に職のある十五歳の少女と じゅう色恋沙汰にはまりこみ、「夜
ソワレ のひととき
」を過ごしにキャンディー袋を持ってよく少女の家
に出かけるのだった。金持ちの怪しげな田舎貴族というエーガの評判は、家族同士の会話の格好のネタになっていた。
カルロスは街で拾ってくるこうした安っぽい恋をからかっていた
が、そのカルロス自身が、県庁勤めの公務員の妻との色恋沙汰に巻き込まれた。女はリスボン出身だった。そ 人形のように優美なからだつきと美しい緑色の眼 カルロスはすっ り魅了されてしまったのである。いっぽう女を ぼせあがらせた は、カルロスの贅沢、馬
グルーム
丁、そしてイギリス産の雌馬であった。ふたりは文通を始
めた。最初の数週間 カルロス 生まれて初めて知る不倫の恋の、荒々しく起伏に富ん 詩情にどっぷりと を浸してい 残念なことに、女はエルメンガルダという野蛮な名前だった。友人たちは、この秘密を嗅ぎつけると、カルロスを「エウリーコ神父」と呼び
（８）
、
表書きにこのおぞましい名前を記した手紙をセーラスに送りつけようになった。
ある日のことだった。日差しでも浴びようとカルロスが露天市を
ぶらぶらしている 、県庁勤めの夫が 子どもの手を引いてカルロスのすぐそばを通った。エルメンガルダの夫をこんなに間近で見るのは初めてだった。 んだか疲れてやつれ 男だと思っ だが、まだ幼い子どもは丸々と太 て可愛らしく 一月のその日は、空色の防寒着を着ていたため よけいふっくらと て見えた。小さな脚
を寒さで紫色にして震えていたが、眼で、顎の下のへこみで、頬のふたつの薔薇色で
―
つまり体じゅうで明るく笑っている。父親は
子ども 支えてやっていた。若い父親 こうして息子の歩みをリードしながら見せる心遣いと魅力に、カルロスは心を動かされた。ちょうどミシュレを読んでいて、家族の神聖さにたいして文学的な崇拝の念をめいっぱい抱いて るおりだった。この「ドッグ・カート」を最後の最後まで走らせ、擦り切れた上着を着たかくも人畜無害な父親に恥をかかせ、涙まで搾り取ろうとするなんて、おれはなんと無情で卑劣なんだ！カルロスはそう思った。エルメンガルダがカルロスを「あたし 理想」と呼んだ手紙に二度 返事をしなかった。女は腹いせにおそらくカルロスの悪口を言っ のだろう。県庁勤めの夫が、その後、カルロスに射るような血走っ 眼を投げかけてくるようになった。
だが、エガ言うところの「カルロスの感情的蹉跌」は、とある
ヴァカンスの終わりころ、カルロスがリスボンから絶世のスペイン美女を連れてきて、セーラスの近くの家に住まわせたことだった。美女はエン ルナシオンという名前だった。 がエンカルナシオンのために白馬一頭建て 軽
ヴィトーリア
四輪幌馬車を月極で借りるように
なると、 コインブラじゅうを熱狂させた。まるで新た 「椿姫」か、上流文明に咲く贅沢な花が現れたような騒ぎだった。敷石道やベイラ街道では、
軽ヴィトーリア
四輪幌馬車
の座席にしどけなく凭れかか
り、膝の上に白い子犬をのせて、繻子の靴 絹の ッキングをちらりと見せてい 、このなま かしくもつん すましたこ 女 通り過ぎると、若い男どもは驚き あまり顔を蒼くして立ち尽 す。
学生詩人たちはエンカルナシオンに詩を捧げ、 「イスラエルの百
合」だの、 「ノアの方舟の鳩」だの、 「暁雲」だ と呼んだ。トラズ・ウズ・モンテス
（９）
出身の粗野で脂ぎった神学生が結婚を迫ったこ
とがある。カルロスがうまくやってくれとあれほど頼んだにもかかわらず、女は神学生に肘鉄砲を食わせた。すると神学生は大きなナ
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イフを手にセーラスのまわりをうろつき始めた。 「マイアの血を啜る」ためである。やむなくカルロスは男にステッキを喰らわすはめになった。
しかしこの高慢ちきな女はいよいよ手が付けられなくなってい
た。マドリードやリスボンで経験した恋はこんなに熱かっ とか、何某侯爵や誰某伯爵があんなことをしてくれたとか、自分はメディナ＝コエリ家といまだ姻戚関係にあるほどの名家出身だとか御託を並べるのだ。緑の繻子の靴も、キンキン声と同じくらい気に障る。耳にした会話に口をはさみたいときには、自分がいかに高級な人物かを示そうとして、共和主義者なんか泥棒よ、イザベ 女王の時代はよかったわ、あの方の「グラシア」と「サレーロ」
）（（
（
はほんとに
素敵、などとのたまう
―
つまり、娼婦というものがことごとくそ
うであるように、き めて保守的だった である。ジョアン・ダ・エーガはエンカルナシオンをひどく嫌ってい そしてクラヴェイロなど、牛肉みたい キロいくらで売って あの肉塊がいるかぎり、おれはセーラス宮殿には二度 行かない まで公言した。
ある昼下がり、カルロスの部屋付き召使いであるかのバティスタ
が、ついにエンカルナシオンのし ぽを掴んだ 大学の劇団 女役を演じているジュカとかいう男と一緒に ころ 見つけ である。これで口実ができた！こうしてメディナ＝コエリ家の親戚、 「イスラエルの花」 ブルボ 王朝の賞賛者は、本来 栖で るリスボンとサン・ロケ通りに送り返され 。当然の報いであった。
八月になると、カルロスの卒業を祝って、セーラスでは楽しい
パーティーが催された。アフォンソがサンタ・オラーヴィアか 、ヴィラサがリスボンからやってきて、庭のアカ ア 美 い木陰あいだで、一晩中、大量に花火が打ち上げられた。最終学年 最後の試験に失敗して卒業保留になっ エーガも、夜のイルミネーションのために 腕まくりをして、木の枝やブランコや井戸の周りにヴェネチアンランタンを吊るしてまわ た。晩餐 なると、大学
教師の隣席するなか、真っ青になったヴィラサが震えながらスピーチを行った。ちょううど「我が国不滅のカスティーリョ」
）（（
（
から引用
しようというときだった。窓の下で太鼓とシンバルの音 鳴り響き、コインブラ大学の校歌が演奏された。セレナードだった。ボタンを外 て学らんを着たエーガが 赤な顔で、片眼鏡を後ろ手にしてバル ニーまで走ると、改まって一席ぶった。「われらがマイアことカルルス・エドゥアルドゥス・アブ・マイアは、今ここに その栄光に輝くキャリアを開始い します。病める人類を救う
―
状況次第では死に至らしめる
―
準備が今まさに
整ったのであります！
　
その天才の名声の、そのドッグカートの名
声の、過去の汚点となったさもしい次点一位 名声の、いまだ轟き渡らぬ一隅がこの王国の何処にありましょうや？そして二十年代の英雄たちと時を同じうする のポルトワインの名声もまた然り。それぞこのわたくし、革命と酩酊の士、ジョアン・ダ・ ことジョアネス・アブ・エガでありま …」
下の暗がりにいた一群が歓声をあげて飛び込み、楽団員やその他
の学生たちが宮殿にどっ 押しかけた。庭の木々の下や、皿が山積み上げられた広間では、召使 出たり入ったりデザー をもって走りまわり、シャンパンをしきりにポンポン 抜く。蒸すような暑さのなか、頭と首の汗を拭いながらヴィラサはあちこち 人に、そして自分自身にこう言うのだった。「偉いことなんですなあ、学位を取るというのは！」こうしてカルロス・エドゥアルドは長いヨーロッパ旅行に旅立っ
た。一年が過ぎ、あ 一八七五年の秋、カルロスは帰国 た。ようやくラマリェーテに腰を落ち着けた祖父が、今や遅 と帰国 待ちかねていた。最後の手紙はイギリスからだっ 。本人によれば、小児病院の体制が素晴らしく、それを勉強しに立 寄ったということだった。その言葉に嘘はなかった。だが ブライトン
）（（
（
でも日々を過
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ごし、グッドウッド競馬場では馬券を買い、スコットランドの湖水地方をオランダ人女性と牧歌風に彷徨い歩いたりもしたのだった。ハーグの立派な司法官である夫と離婚したこのオランダ人女性は、ルーゲル夫人といって、ルーベンスの描くニンフのように白くて大きい、黄褐色がかった金髪の華麗な女性だった。
次いで、ラマリェーテ宛に本や器具や装置一式が入った箱が次々
と送られてくるようにな 。書斎まるまる一部屋分、実験室まるまる一室分の荷物である。半日かけて荷物を持ち出す作業がいく日も続き、ヴィラサは関税事務所の倉庫で呆然とす の「あの子は仕事にたいする大きな理想を抱えて帰って来るんだよ」アフォンソは友人にそう言っていた。アフォンソが「あの子」の姿を見なくなってからすでに十四ヶ月
が経っていた。ミラノか 送られてきた写真だけが唯一の例外だったが、それはだれが見ても痩せて悲しげに見えた。だから、秋のある晴れた朝、ラマリェーテのテラスで手にし 双眼鏡に、向かいの高い建物の背後から、孫を乗せたロイヤル・メイル 定期船がゆっくりとその姿をあらわし ときには、アフォンソの胸は高鳴った。
夜になると、老セケイラ、Ｄ・ディオーゴ・コウティーニョ、
ヴィラサといった家 友人たちは「旅がカル スに与えた良い影響」にいつまでも感心し 飽きること なかった。写真とのなんたる違い！
　
なんて逞しく壮健になったんだ！
カルロスはたしかに美しく華麗な若者だった。背が高く、眉目秀
麗、肩幅も広い。大理石のような額のうえでは、黒い髪がカールしていた。そしてマイア家特有 眼
―
父親から受け継いだその眼
は、墨のように黒く魅力的で、父親 眼 よ に優しかったが より重厚だっ みっちり生えた絹のように毛足の短い焦げ茶色の顎髭は先端でピンと尖り、口の脇で弓なりに曲がった口髭と合わさって、ルネサンス時代の美しい騎士のよう 顔つきを与えてい 。ローマで過ごした美しい日々 プロシア の不愉快、モスクワの奇
抜さ、オランダの風景など、旅のようすをあれこれ語る孫の姿を見、声に耳を傾けながら、祖父の気持ちは晴れ晴れと誇らしく、あふれ出る感情に潤んだ眼で微笑んだ。「で、次は？」ソーダ水入りのコニャックを飲むためにしばらく沈黙していたカルロスに、老セケイラが尋ねた。 「次はなにをすつもりだい？」「次ですか？」とカルロスはグラスを置きながら微笑んで答えた。 「まずは休息。次に国民栄誉賞をもらいます！」なるほどその言葉どおり、翌日アフォンソは、荷物を置いてある
ビリヤード室でカルロスが腕まくりをし、しきりに口笛を響かせながら、荷を解いては中身を出している姿を目にした。床といわず、ソファといわず、何巻にもなるまじめな文献がところせましと積み上げられていた。あちらこちらで、藁に包んだ防水シートの隙間から覗くクリスタルガラスがきらきらと光を放ち、器具のニス 光沢や金属のなめらかな表面が輝いている。アフォンソはこの豪華 科学機器を押し黙ってじっと見て た。「この博物館をいったいどこに入れるつもりかね？」カルロスは、近所に大きな研究所をつくってそこに入れるつもり
だった。化学の実験に使う炉と 解剖学や生理学の研究 でき 部屋を置き、蔵書と 具も入れて、研究のための道具をすべ 一箇所に集約させる…
この壮大な計画を耳にして、祖父の眼は輝いた。「お金のことは心配せんでいいぞ、カルロス！こ 数年サンタ・
オラーヴィアで倹約したおかげで、多少は貯えができ からな…」「耳よりな情報をありがとう、おじいちゃん！ヴィラサにも伝えておいてよ」研究所のセッティングで数週間が過ぎた。カルロスは本気で仕事
に取り組むつもりだった。寝室を飾 タペストリーほどの役にしかならない精神世界のお飾り学問なんか、隠者の贅沢にしか思えな
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い。カルロスは他人の役に立ちたかったのである。だが、その野心も激しく揺れて捉えどころがなかった。大きな病院をつくろうと考えるときもあれば、ゆっくり落ち着いて先駆的な著作をものする方が良いように思えるときもある。生理学の実験を粘り強く続けて他人をあっ 言わせるような発見をしたくなることも…内に沸き立つような力を感じながら、いや、感じていると思い込み がら、その力をどこに振り向けたら良いものかが決まら 。 「なにか華々しいことを成し遂げたい」と 思った 裕福であり、かつ研究熱心でもある一人の男にとって、それは、社会的 自己イメージと学問活動の合体、富の力にまか 思うがままにかき混ぜる想念、 「スポーツ」と趣味 洗練のあいまに遊ばせる高踏な哲学であった。モルニー
）（（
（
でありながらクロード・ベルナール
）（（
（
もやる…要す
るに、ディレッタントだったので る。
研究所をどこに置いたからよいものか、ヴィラサは相談を受け
た。この管理人は カルロスからしきりに持ち上げ て 最後でしっかりお仕事させていただきます、と誓ってからこう言った。さてと、われらが先生、まず知っておかなければならないのは 個人病院を開業する つもりがあるのかというこ す…
カルロスは個人病院「だけ」をやるつもりはないと言った。慈善
のためにも、また経験を積むためにも、無料 診察もしたいと するとヴィラサは診療所を研究所から切り離してはどうか 言った「理由はこうです。器具やら機械やらいろいろと目に入ったら、患者さん してはさぞ気後れしてしまうのではな かと…」「ヴィラサ！たしかにきみの言うとおりだ」とアフォンソは声を上げた。 「父もよく言ってたな。槌があるなら牛は使うなって」「切り離すべきです。それがよろしゅうございます」と代理人重々しく言っカルロスも同意した。ヴィラサは研究所用に、ネセシダーデス広
場近くのス
パティオ ペイン風中庭の奥にぽつんと立つ、以前倉庫だった建物
を見つけた。「診療所の場所となりますと、これはどこでもいいというわけにはまいりませんよ。ロシオ広
場
）（（
（
がいい。ロシオ広場のど真ん中で
す！」
ヴィラサのこうした考えには、いささか裏がないわけではなかっ
た。中
セントロ・プログレシスタ
道進歩党のメンバーで「融
フサォン
合」
）（（
（
の熱烈なシンパであったヴィ
ラサ・ジュニアは、市議会議員の席を狙っていたからである。深い満足が得られたおりなど（例えば、誕生日が『イルストラード』紙に公示されたり、中道進歩党の集まりでベルギー問題への発言が称賛を浴びたりしたときがそれだった） 、自分はこんなに能力が高いのだから、サン・ベント
）（（
（
に議員席を持っていてもおかしくないとさ
え思えてくる。無料の診療所 、ドクター・マイアの、 「わがマイア」の診療所がロシオ広場に開業すれば、その威光がやがて自分の身にも及ぶのではないか。そう考えていたのである。かくしてヴィラサは忙しく立ち働き 二日後には角の二階に診療所用のオフィスを借りてしまった。
カルロスはそのオフィスに豪華な家具を入れた。モロッコ革の長
椅子を置いた控えの間には、フランス風に、お仕着せを着た召使をぜひひとり置くつもりだった。患者の待合室 銀色の枝葉模様が描かれた緑の壁紙を貼り、ルーアンの壺に挿した花、色彩豊かな絵画、豪華な安楽椅子を置いて、その周囲には「ル・シャリヴァリ」紙
）（（
（
、立体画、セミ・ヌードの女優 アルバムなどで覆い尽くした低
い円卓を配した。こうして部屋を明る し、診療室の陰鬱な雰囲気をすっかり払拭した。ピアノまでもがその白い鍵盤を見せている
待合室に隣接するカルロスの診察室 これよりも簡素だった。深
緑色のビロードを全面にめぐらし紫檀の書棚を置い その部屋は、謹厳ささえ漂っている。クルジェス、コインブラ大学時代 同期生で今やラマリェーテの近隣に住むタヴェイラ、一緒にイタリアを歩き回った仲間デ・ソウセラス侯爵といった このころカルロス
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を取り巻き始めていた友人たちがその素晴らしい診療所を見にやってきたが、クルジェスはピアノの鍵盤を端から端まで弾いてみてこれはひどいと思い、タヴェイラは女優の写真にすっかり気を取られていた。ただひとり率直な称賛をくれたのが伯爵で、後
ハーレム
宮の調度品
と見紛うばかりに大きく なまめかしく、柔らかそうな診察室の長椅子をじっくり目で見たあと、じっさいに座ってそのふんわり た感触を確かめてから、カルロスにウィンクをしてこう言った。「こりゃお誂え向きだな」三人はこうした準備を半ば冗談にとっていたが、カルロスとして
は真剣で、診療所の開業予告の折込チラシを新聞に入れようとまでしていた。しかし、ボア・オラのアイロンがけ女と宿屋の宣伝とあいだに自分の名前の大きな文字が踊っているの 見ると、ヴィラサに頼んで開業予告のチラシ 取り下げてしまった。
そこで今度は、ネセシダーデス広場の倉庫に置くこ にした研究
所の準備 取り掛かり、毎日午前中、昼食前に仕事の進捗具合を確かめに通った。そこは広い
中パティオ
庭
だった。井戸に美しい陰が落ち、
蔓植物が壁の鉄製フック ひっか って枯れ る カル スはこのスペースを青々としたイギリス式庭園にしようと密かに決めいた。その大きな建物の出入り口は上部がすぼまるように尖っ品格があり、カルロスはその姿にすっかり魅了されていた。正
ファサード
面は
以前あっ 小さな教会堂 名残で、そこに近づくときには、自らの学問の殿堂に足を踏み入れるような恭 い気持ちを抱くのだっところが、内装工事がいつまでも続き、 っ うに終わる気配がかった。いつ行っても、灰色の埃 なかで同じ緩慢で鈍い槌音が聞こえ、層をなしたかんな屑に同じ道具袋が横たわっているの ある！だらしない格好の陰鬱な大工 数世紀もまえ ら にて、疲れて気だるそうに、 つ終わるとも く板にかんながけをしているように思える そして屋根の上では、天窓 拡張工事をしている作業員が、冬の日差し な 、口笛で にやらファド
）（（
（
の恨み節
を吹き続けていた。
カルロスが現場監督のヴィセンテ氏に文句を言っても、返事はい
つもきまって「だいじょうぶです。二日もすれば、旦那さんにも目に見えて違いがわかりますから」 髭をきれいに剃りあげ、いつも清潔にしている赤ら顔で穏やかな話し方のこの中年男は、ラマリェーテの近所に住んでいて、辺りでは共和主義者として通っていた。カルロスはご近所の親しさから握手をするほど 仲だったが、ヴィセンテ氏もカルロス 「進歩的な」民主主義者と考えて自らの希望をカルロスに打ち明けていた。あっしがなによりも望んでいるのは、フランスで九十三年に起きたこと
）（（
（
でして…
「なに、流血か？」
民デマゴーグ
衆扇動家
のつるりとして丸々と太った誠実
そうな顔を見つめながらカルロスは言った。「いや旦那さん、船です。ただの船…」「船？」「はい。国費で借りた船が一艘。国王とその一族と大臣の『一味』と政治家と議員と陰謀家と あとなんやらかんやら、一切合切それに載せて沖合に送り出しちまうんす」カルロスは微笑んだ。たまさか、そのまま議論になることもあっ
た。「しかしヴィセンテさん、おっしゃるように、 『一味』が沖合に消えればそれでたちまち問題がすべて解決 て、み なが幸せ どっぷりと浸れるなんて、本当にそう考えているのかい？」いや、とヴィセンテは言った。あっしは旦那 んが考えるような
「ぼんくら」じゃござんせんぜ。でも、やつら一味を取り除けば、国はずいぶん動きやすくなるんじゃないか。知識のある進歩的 人が国を治めるようになるんじゃないかとまあ…そうじゃありやせんか、旦那さん。「旦那さんは、我が国の諸悪の根源はどこにあるとお考えになやすか？国民のやる気じゃござんせん。膨大な無知ですよ 国民
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は無知です。なあんにも知らない。べつだん悪気があるわけじゃなくて、ただロバのように間抜けなだけなんす」「そうか、それで工事の方だがどうかね、ヴィセンテ同志」カルロスは時計を引っ張り出し、力強い握手で暇乞いをしながら言った。 「私はもう行かなきゃ らないんで、主人ではなく、同志として訊くんだが」「二日もすれば、旦那さんにも目に見えて違いがわかりますよ」現場監督は帽子を取っ 答えた。ラマリェーテでは昼食の鐘がいつも時間通り正午に鳴る。カルロ
スが目にするとき祖父はほぼ決まって食堂にいた。暖炉のそばで新聞などにざっと目を通し終わると食堂にやってくるのである。その朝は、晩秋の程よく心地よいぬくもりがあ たので、かたわらに観葉植物がところせましと置かれた暖炉には火がつけられていなかった。
傍では、浮き彫りが施されたオーク材の地味でどっしりとしたサ
イドボードのなかで、アンティークの食器が輝きを放 いる 羽目板で装飾された壁にかかる楕円形のタペストリー 踊りのようす、鷹を放つ狩人、湖の白鳥 餌をやる小姓たちに囲まれた貴婦人、兜の面頬をつけて川岸を行く騎士などが描 、彫刻を施し暗い天井が クリスタルガラス あいだに花の置かれ きらめ卓と対照をなしていた。「やんごとなきボニファシオ」は、高位聖職者になってこのかた、ご主人がたと食卓を共にしていて 雪 ように白いテーブルクロスの上の、大きな枝陰にどっしりと腰を下ろしていた。こ 敬うべき猫は こうして薔薇の香りに包まれながら、ストラスブールの菓子皿
）（（
（
に注がれるミルクスープをばかみたいにゆっくりと舐めるの
が好きだった。それからうずくまると、尻尾の毛をうねらせながら自分の胸の前にもってきて、目を閉じ、髭をぴん 張り、金色のブチのある白い毛玉のように丸くなって、 ばし柔らか 午睡を楽
むのだった。
アフォンソは
―
本人が苦笑いしながら謙遜気味に打ち明けたと
ころによれば
―
歳とともに「グルメ」が嵩じてきて、今ではフ
ランス人シェフを抱え、辛口の批評を交えながらもその芸術作品を楽しんでいたが、このシェフは名前 テオドールといい、性格の悪い熱烈なナポレオン崇拝者で、当 皇帝にそっくりだった。ラマリェーテの昼食 はいつも極上の料理が供され、時間も長かったが、食後のコーヒーをとりながらもまだ会話 続き、一時間、いや一時間半に及ぶこともあった。そんなときカルロスは診察のこを思い出してあっと叫び声 あげ、時計 前に駆け寄と シャルトルーズというリキュ ルを一杯ひ かけてから葉巻に火を点け「さあ仕事だ。仕事だ！」と大声で言うのだった。すると祖父はパイプに煙草の葉をゆっくりと詰めながら、孫の仕
事を羨ましく思うのだった。自分は一日中ここでなまけ暮らしているというのに…「あのいつ終わるともしれない工事が終わったら、ちょいと暇をつぶしにあそこに行って、薬品いじりでもやってみるか」「きっといい化学者になれるよ。おじいちゃんに向いているもん」老人は微笑んだ。「この老骨にゃなんの価値もありゃせんよ。化学者になんぞ永遠
になれんわ！」「バイシ
ャ
）（（
（
になにか欲しいものはある？
　
あの堕落の都バビロン
に」カルロスは乗馬用手袋 急 でボタンをかけな らカルロス言った。「欲しいのは、仕事が捗る一日だな」「そりゃ望みうすだ…」「トゥナンテ」というあの美しい雌馬に牽かせた軽二輪馬車か、リスボンじゅうを驚かすような軽快な無蓋四輪馬車に乗って、カルロスは「仕事」をしにバイシャ地区へと華々しくでかけるのだった。
― 10 ―― 11 ― 流通経済大学論集　Vol.48, No.4
(521)
診療所のカルロスの書斎は、黒っぽい厚手の
天ビロード
鵞絨
がめぐらさ
れ、緑の絹の日よけが引かれていて、その薄暗さのなかで生暖かい眠りを静かに貪っていた。いっぽう、待合室は窓が三枚とも開け放たれ、外光がたっぷりと差し込んでいて、すべてが明るく華やいでいる。低い円卓の周囲では、いつでもどうぞと言わんばかりにソファが腕をにこやかに広げ、ピアノの白鍵は嬉しそうに人を待って、蓋の譜面台にはグノーの『シャンソン』の譜面が置かれていた。だが、患者はただのひとりも現れなかった。そし カルロスは―
控えの間の無聊から、 『ディアーリオ・デ・ノティーシアス』
紙を広げたまま眠りこんで る召使いとまったく同じで
―
『ラ
フェルメ』の煙草に火をつけると、雑誌を一冊手に取り、ソファに横になるのだが、記事の文章がまるで書斎のうんざりするよ な緩慢なテンポに呑み込まれたかのように たちまちあくび 出てきて、やがて雑誌 はらりと落とすのだった。
ロシオ広場からは馬車の音、物売りの声、馬
アメリカーノ
牽きトラムの騒音が
昇り、十一月のあの澄み切っ 空気のなか、その顫音がくっきりと聞こえていた。濃紺の空から降り注ぐ柔ら な光 、建物 汚れた正ファサード
面や街路樹の貧弱な樹冠を金色に染め上げ、人々はベンチの近く
を散策している。この緩慢な街の穏やかなざわめき、心地よい気候の柔らかな大気が 閉め切った書斎にも少しずつ染み込み、どっしりした天
ビロード
鵞絨や家具のニスの表面を滑って、懶惰と眠気でカルロス
を包んでゆくように思 た。頭をクッション 凭せ掛け、紫煙をくゆらせながら、静かなシエスタのひとときこうしてここにいると消え残った暖炉の燠火から立ち上るかすか 薄い煙のように 捉えどころのないかすかな思いが立ち上っ くる。こ 麻痺し ような懶惰をえいとばか に振り払い、部屋を歩き回 て、書棚 あちらから一冊、こち から一冊本を抜き出しては手に取 り、ピアノでワルツを二小節弾い てみたが あくびをひとつすると、絨毯の花柄を見つめなが 、診療所にいたこの二時間が愚かで った
と結論づけた。「馬車の用意はできているか？」カルロスは召使いに訊いた。急いでもう一本葉巻に火をつけると、手袋をはめ、階下に降り
て、たっぷりと外気を吸い陽の光を浴びると、手綱を手にとって馬車を発進させながら呟い「今日も無駄足だった！」いつものようにソファでだらだらしながら『両世界評論』
）（（
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を手に
とっていたときだった。控えの間から物音が聞こえ、まもなくするとよく知った懐かしい声が聞こえてきた。声は戸口に下ろした緞帳の向こうからこう言った。「国王陛下の謁見は賜われますや？」「おお、エーガじゃないか！」カルロスはソファから急いで立ち上がると叫んだ。腕を伸ばしてふたりは抱き合い、頬にやさしく接吻を交した。「いつ着いた？」「今朝さ、もちろん！」エーガは叫びながら胸だの肩だのあちこちをさわって例の四角い片眼鏡を探していたが、眼窩にはさんでいたことにやっと気がついた。 「いやはや、おまえ、あの文明い 高きロンドンから栄光のご帰還だとか じゃな か。なんだかルネサンスの香り、ヴァロワ朝の香りだなあ 顔中髭でもじゃもじゃにしてみたらどうだ！ぴったりだぞ」カルロスは笑ってもういちど友を抱きしめた。「どこから来た？セロリーコか？」「まさかセロリーコなんて。ダ・フォ
ス
）（（
（
だよ。おれは病気。病気
なんだ…肝臓も脾臓も、内臓 いう内臓はどこもかガタガタ。まあ、十二年間のワインと酒 せい な」
それからエーガは の旅行のこと、ラマリェーテのこと、
これからリスボンに住むことなどを話題 した。リスボンに永住す
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ることにしたのだ。駅馬車の上からセロリーコの平野に永遠の別れを告げてきたのであった。「カルロス、実はこうなんだ。母親とのあいだにちょっとしたことがあってな…コインブラ以降、おれは当然、リスボンに住めないか探りを入れ みたよ。金に かせてぬくぬくと暮らせないかって。とんでもなかっ 。で、田
キンタ
舎暮らしさ。セラフィム神父や天の
王国に噛み付いたりしながらな。七月になると、あたりで扁桃腺の病気が流行り始めた。ひどいやつだよ。きみたちがジフテリアと呼ぶやつだと思うんだ …その朝おふくろはすぐにこんな結論に飛びついた。これはおれが家にいるせ だって。神を信じず、民衆をかどわかすような言葉ばか 吐いて、断食もしなければミサにも行かず、神を侮辱するこんなやつ 家にい から、 から災難がふりかかるんだって。姉貴もそうだそうだっ 言うんだ 母親と姉貴はふたりしてセラフィム神父に相談した。そしたら、 れが家にいるところを見たくないあの男は、神が 怒 にな いるのかもし ないと宣うわけよ。で母親はつい 、財布の口すっかり広げて、膝まづかんばかりに言うんだ。お願い からリスボン 行ってくれ かあさんは破産してもかまわな 、これ以上神の怒 買うよ な真似はしないでくれって。で 次の日フォス 発ったってわけさ…」「で、流行病の方は…」「すぐに治ったよ」カナリア色の長い手袋を細い指からゆっくり抜き取りながらエーガは言った。カルロスはエーガのその手袋を見た。次いでカシミアのゲートル
と、額のところでカールした長い髪に視線を移した 絹のネクタイには馬蹄形に象ったオパールのタイピンが光っている！エーガはすっかり別人になっていた。今や〈ダンディー〉 、派手に着飾った人為の極地、顔 はお粉までふって る。カルロスはこらえきれずに声を上げた。唇が震える。「エーガ。すごい外套じゃないか！」
ぼろぼろのキャソックを着ていたかつてののら
ボヘミヤン
くらものは、ポル
トガルの晩秋の柔らかくあたたかい陽光に包まれて、ロシアの大公が着るような贅を尽くした毛裏付き外套を羽織っていた。それは、雪のなかを橇で走るときに身を守ってくれる、ゆったりとした長い外套だった。ブランデンブルクから伝わったといわれる昔の外套のように縁飾りに金筋が入っていて、エーガのやせこけた首と肺病みのような手首を、ふんわりとした貂の毛皮が贅沢に包んでい 。「良い外套だろ、な？」と間髪を入れずに言うと、エーガは立ち上がって外套の前を開き、裏地 贅沢さを見せびらかした。 「シュトラウスから送らせたんだ…流行病の恩恵だな」「どうだ、重くないか？」「ちと重い。なのに風邪を引いちまった」再びソファにもたれかかると、つま先が鋭く尖ったエナメル靴を
履いた足を前に投げ出し、片眼鏡で書斎を食い入るように見始めた。「で、おまえいま何してるんだ？
　
聞かせてくれや…やけに豪勢
な室内じゃないか！」
カルロスはこれからのプランや仕事にたいする野心、研究所の工
事などについて語った。「ちょっと待ってくれ。これ、ぜんぶでいくらかかった？」エーガは立ち上がり、戸口に吊るした緞帳の天
ビロード
鵞絨に触れると、紫檀の
事務机に彫られた縄形の刳形を見つめながらカルロスの言葉を遮て言った。「いやおれは知らない。ヴィラサが知ってるはずだ…」エーガは両手を外套の大きなポケットに突っ込み、部屋にあるも
のを逐一確認してから意見を述べた。「
天ビロード
鵞絨
は荘厳な印象を醸している…この深緑は極上の色彩だ。
じつに美しい…人の心を和 げて物思いに誘うものがあって…このソファは気に入ったぞ。この上で愛し合いたくなるよ…」
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次いで待合室に入ると、片眼鏡をかけて、装飾をじっくり吟味し
てまわった。「カルロス！
　
おまえときたらソロモン王のように壮麗だなあ。
壁紙はきれいだし…この小さなクレトン
）（（
（
も気に入ったぞ」
エーガはそのクレトンも撫でた。ルアンの花瓶に挿したベゴニア
の花には銀錆色の斑点がついていて興味を唆る。エーガは総額いくらかかったのかを知りたがった。ピアノの上で開いたグノーの『シャンソン』の楽譜を見ると、驚きのあまり声をふるわせた。「おいおい、こりゃまた珍しいな…
『
バルカロー ル舟歌』
じゃないか、なあ！
どうだ、ちょいといい歌だろ、これ…
どちらにいらっしゃるというのでしょう美しい娘さん船が帆を張って…
「ちと声が嗄れとるな…フォスでは れ、ぼくらの歌だったんだ！」カルロスはまたまた驚いて、腕組みをした。「すごいな、エーガ！
　
新たなおまえを発見したぞ！…ところで
フォスのことだが…あそこにいた例のマダム・コアン どうしてる？あの女について書いた葉書をひっきりなしに送ってくれじゃないか。あのまるで詩のようなやつ。ベルリンでもハーグでもロンドンでももらったぞ。おまえの語り口には詩篇の陶酔が漂ってたな」
エーガの顔に軽く赤みがさした。真っ白な絹のハンカチで片眼鏡
のレンズをぞんざいに拭うと言った。「あの女、ユダヤ人なんだ。で、葉書に聖書の叙情を使ったわけさ。コアンの妻 んだが、こ 男がなんと、国立銀行総裁なん よ…よくデートしたもんだ。感じ いい女だった…でも夫の方は愚物だな。ま、浜辺の恋の戯れよ。
以ヴォワラ・トゥ
上
」
こうした言葉は、葉巻に火をつける合間に切れ切れに発された。
しかもエーガはまだ顔を赤らめている。「でも、いったいぜんたいなんだってラマリェーテに来たんだ？あんたとじいさん二人してさ。あそこじゃだれかに会うのか？」ラマリェーテじゃ、おじいちゃん 例によって古い仲間たちとホ
イストやってるよ。老いたる獅子っ 感じのドン・ディオーゴが来ている。相変わらず胸にバラを挿して口ひげをカールさせてさ。それからセケイラ。ますますずんぐりむっくりして、ますます血の気が多くなって卒中の襲撃を待ってる。それからスタインブロケン伯爵…「そいつは知らないなあ。亡命者か？…ポーランドかどこかの？…」「いやフィンランドの大臣だ…うちに馬車庫を貸してほし って言ってきたんだけど、この単純な取引に外交上の機微だの、書類だの、フィンランド王国の印璽がついたあれやこれやがわんさ くっついてくるもんだから、かわいそうにヴィラサが茫然自失の体でさ、厄介払いしたくておじいちゃんに丸投げした だ。ところがおじいちゃんの方で 途方に暮れちゃ 、結局、馬車庫をタダで貸しちゃった。そしたらステインブロケンはそれをフィンランド国王とフィンランド国にたいする奉仕 と勘違 して表敬訪問 るようになったってわけよ。びし とし 格好して 公使館員やら領事やら副領事やら引き連れてさ…」「そりゃすごいな！」「おじいちゃん、大臣を夕食に招待したんだ…そしたらこれが上品で、
紳
ジェントルマン
士
で、熱烈なイギリスファンでさ。しかもワインのこと
はよく知っているわ、ホイストの権威だわ。だもんで、採用。そたらラマリェーテに居ついちゃったってわけよ「で、若い男は？」若い男では、タヴェイラが顔を見せてる。相変わらずなんでもき
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ちんきちんとしていて、今は会計検査院で働いているよ。クルジェスとかいう男も来てるな（エーガはこの男を知らなかった） 。騒がしいやつで、作曲家にしてピアニスト。そこそこの才人だ。それからソウセラス侯爵か…「女人はいないのか？」「客のなかにはひとりもいない。中年過ぎた独身男性の巣窟だな。伯爵夫人が るけど…」「ああ聞いたことがある。 『卒中症』の人だろ…」「うん、脳出血だ。ああ、それからシルヴェリーニャもいた。最近来るようになったんだ、この男…」「レゼンデ出身の、あの低脳だろ？」「低脳だ。奥さ 亡くしてマデイラから出てきたんだが、まだ肺結核が治ってないんだ 未だにあいつ、喪の真っ最中だよ…辛気臭いやつ」ソファにゆったりと腰を下ろして、エーガが例の落ち着いた揺る
ぎない満足を漂わせてい こと カルロスは気づいていた。カフスをゆっくりと引っ張り出し がらエーガが言う。「人生をやり直そうと思ってるんだ。そのためにはセナークルに加わって、思う存分自由気ままな生活をして、文学や芸術の香り高冬の
夜ソワレ
会
に出かけられなくちゃ…おまえ、クラフトを知ってるか？」
「ああ、その名前、どこかで聞いたことあるな」エーガは大仰な身ぶりをしてみせた。ぜひ もクラフトと知り合
いにならなきゃ。なにせポルトガルで最良の人物だからな…「イギリス人か？なかりの変人だっていうんだろ？」エーガは肩をそびやかした。変人か…ファンケイロス通り
）（（
（
あたり
じゃたしかにそんな評価だな。地元の人間がクラフトみたいに個性的なやつを見たら、変人としか説明でき からね。クラフトってのはすごい若者だよ！…スエーデンから帰ってきたばかりなんだが。ウプサラの学生 ちと三か月過ごして。フォスにもいたことが
ある…第一級の個性だね！」「ポルトの商人だろ？」「ポルト商人だなんて、まさか！」エーガは立ち上がりざまに叫んだ。顔をしかめ、お前の無知にはうんざりだというような風情で言った。 「クラフトはポルトの英国国教会の
聖クラージマン
職者
の息子だよ。お
じさんがカルカッタ オーストラリアで商人をしてるんだけど、大富豪でな。そいつがクラフトにひと財産遺してくれたんだ。どえらい資産だよ。だけど本人は商人じゃないし、商売のなんた かも知らない。バイロン風の気質 思う存分謳歌するのが仕事だ。世界中を旅してきて、美術品を集めたり、アビシニアやモロッコで義勇兵になったり、要するに偉大で、強靭で、崇高な人生を歩んでいるクラフトとはぜひ知り合いになるべきだ。おまえだってきっといかれっちまうぞ…くそっ、たしかにちょっと暑いな」
エーガはその贅沢な外套を脱いだ。するとシャツの胸当てが現れ
た。「なんだおまえ！下になんにも着ていないのか？」とカ ロスは叫んだ 「チョッキも？」「ああ、我慢できないから …外套は心証用。現地の人間に強い印象を与える めだ…ただ、たしかに こりゃ重たい ！」こう言うと、すぐに自分のアイデアに戻った。クラフトがポルト
からやってきたらすぐに交際を始めて、セナークルを立ち上げ 。芸術とディレッタンディズムのデカメロンをやる。男も女もい 方がいい。女は三、四人。美しいデコルテの服がお堅 哲学談議を和らげてくれる…
エーガのこのアイデアにカルロスは思わず噴き出してしま
リスボンで、セナークルのお飾り用に豪華で着こなしの良い女性を三人も？セロリーコ男の妄想ときたらまったくひどいもんだ！
　
かつてソウセラス侯爵はこれ以上ないほど簡単なこと 試みようとしたことがある。女優同伴で夕食を食べようというそれだけであ
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る。ところが、これが世にも滑稽で珍奇なスキャンダルになってしまった。ある女優は女中 いなかったうえに、宴会に叔母とその息子五人を連れて来ようとしたし、別の女優は もしその招待を受け入れたら、ボスのブラジル人が月給をくれなくなるんじゃないかと怯え、ま 別の女優は招待を受け入れたら、それを知った愛人にぼこぼこにされ のである。よそ行きの服がないという女優がいるかと思えば ギャラ ポンドでくれなければ行かないという女優もいる。招待されただけで侮辱されたと気を悪くする女優も た。しかも旦那や恋人や愛人が出てきて、事を恐ろ いほどややこしする。おれも招待しろというやつ 宴会をお流れに ようとするやつ。徒党を組むやつ。陰謀を謀るやつ 女優たちと夕食を共にするというこの陳腐な試みが、結局 ジナージオ劇場
）（（
（
の俳優が刺される
という刃傷沙汰にまで発展したのだ…「リスボンってのは、いいか、こんなところなんだよ」「最終的に」とエーガは大きな声で言った。 「女が見つからなかったら、輸入すりゃいい。ポルトガルじゃ当たり前の手段だ。 こじゃなにもかも輸入するから 法律 、観念も、哲学も 理論も、問題も、美学も、科学も、スタイ 、産業も、ファッションも、方法も、冗談も すべてが郵便船 木箱でやってくる。税関法によって文明にバカ高い値段を払っているわけだ。しかも中古の借りものばかり。われわれ用につくられてないから寸法が合わない サン・トメの黒人はふんどし締め るくせに、ご主人さまのお古の燕尾服を羽織ると、自分 ちを騎士さまだ 「白人」さまだと思うらしいが、あれと同じくらいに文明化 れて と思い込んでいるのがおれたちなんだよ…この国はきたならしいゴミ溜めだ。おれは葉巻入れをどこに置いたっけ？」外套が与えていた威厳を脱ぎ捨てると、古いエーガが現れた。メ
フィストフェレスのようにとんがった身振り手振りを交えながら長広舌をふるい、大言壮語の翼を羽ばたかせて空中 飛ぶかの如 に
室内を闊歩し、片眼鏡を落としては胸や背中や肩や腰を探し回って、蚤にでも刺されたようにあっちに身をひねったり、こっちに身をよじったりする。カルロスも活気づいて、寒い部屋が暖かくなった。ふたりは自然主義、ガンベッタ
）（（
（
、ニヒリズムを議論の俎上に載
せると、その次にはポルトガ をひたすらめった打ちにした。
しかし、時計が四時の鐘を打つとすぐ、エーガは外套を引っ掴ん
ですっぽり身 包み 髭の先がピンとなるように鏡の前で撫でつけてポーズを確かめると 外套の紐をきちんと結わえた完全防備で、アバンチュールに乗り出す豪勢な雰囲気を漂わせなが 外に出た。「ジョン」まばゆいばかりに輝くエーガの姿を踊り場まで眼で追っていたカルロスが言った。 「おまえ、どこに住んでるんだ？」「かの神聖なる地、ウニヴェルサルだよ」カルロスはウニヴェルサルが大嫌いだった。そこでラマリェーテ
に住まないかと尋ねた。「無理だな」「いずれにしても今日ラマリェーテに夕食たべ 来ないか？
　
お
じいちゃんに会えるし」「だめだわ。あのうすのろコアンと約束しちまっ から…でも明日の昼食なら行けるぞ」もう階段を降りかけているところだった。ふと振り返ると、片眼
鏡をかけ直してか 、上 向って言った。「ひとつ言い忘れてた。お 、もうじき本を出すんだ！」「なんだって！
　
もう書きわったのか？」カルロスはびっくりし
て大声をあげた。「下書きは終わ た。アウトラインは概ねできてる…」〈エーガの本！〉エーガが自著について語り始めたのは、コイブラにおける最後の二年だった。全体の構成、章タイトルを語り、コーヒーを啜りながら響きの良いフレーズを朗誦して聞かせた。エーガの本は形式においても内容におい も文学に大きな展開をも
エッサ・デ・ケイロース著『マイア家の人々』（ 4 ） ― 16 ―― 17 ―
(526)
たらすのではないかと、友人たちのあいだですでに議論沸騰であった。リスボンでは（エーガはヴァカンスのたびにリスボンを訪れ、シルヴァ家で晩餐会を開いていた）本が一大事件になるのではないかとさえ噂されていた。学士や学友、同時代人 だれそれが、エーガの本の評判をコインブラから地方や島々にまで広める。いったいどういう経路 通った か、噂はすでにブラジルにまで届いていた。こうして本の周囲では期待の熱が やましに高まって 。そしてエーガはついに書く決心をし のだった。
本人の弁によれば、それは宇宙と人類の重要な諸段階の歴史を象
徴的なエピソ ドで描いた散文叙事詩になる ずだった。タイトルは『ある原子の回想録』 。自伝形式を取る。この原子（エーガ原子、とコインブラでは真顔で言ってい ）が第一章に現れ、形のない始原のガスのなかを飛び回っ る。原子 、やがて地球になる火の玉に包まれて白熱する そして、まだ柔らかな地球 地殻 ら生えてくる最初の植物の葉の一部になる。その後、さまざまな物質を転々としながら、人類の始祖 るオランウータンの原始的な組織のなかに入る。時は下ってプラトン 唇 生き、聖人たちの憂 に沈み、英雄たち 剣 煌めき、詩人たちの胸に躍り、ガリラヤの湖の一滴と って、一日の終わりに使徒たちが漁りの網を引くころ、イエスの言葉 聞き、国民公会 演壇 木材に入り込んで ロベスピエールの手 冷やかさを感じる。土星 巨大な輪のなかをさ よい歩き、地球 夜明けを朝露で濡らし まだ眠ってい 力ない百合の花弁をきらめかせる。遍く存在 、すべてを知り尽して、最後にエーガのペン先に宿り、存在 経巡 こ 旅に倦みつかれ、休みがら自らの『回想録』を書く…それこそがこの恐るべき労作であった。コインブラでは ーガの賛美者 が圧倒され、敬意に頭垂れて、物思わしげにこう言う だった。「これは聖書だ！」
〈第五章に続く〉
（
1）大学受験準備のための中等教育機関
（
2）当時、コインブラ 郊外にあった町。現在はコインブラの一部をなしている。
（
3）古代カルタゴを舞台とするフロベールの長編小説。
（
4）十八世紀末のロマン主義時代、 ランスでは「世紀病」と言われる反現実的・退廃的な精神状態が猖獗を極め、自殺者が頻出した。この条はそれを踏まえているものと思われる。
（
5）両者ともバルビゾン派の画家。
（
6）ドウロ川流域、レゼンデ上流に位置する町。
（
7）ポルトの北東に位置する、ミーニョ州の町。
（
8）エルメンガルダとエウリーコ神父は、８世期のスペインを舞台にしたアレクサンドレ・アルクラーノの有名な歴史小説『エウリーコ神父』 （一八四四年）のヒーローとヒロイン。
（
9）ポルトガル北東の州。
（
10）いずれもスペイン語。 「グラシア」は「気品」 。 「サレーロ」は「魅力」 。
（
11）アントーニオ・Ｆ・カスティーリョはロマン派最大の詩人のひとり
（
12）イギリス南東部にある、シーサイド ゾートとして有名な都市。
（
13）ナポレオン三世の異父弟。実業家から身を起こしてフラ ス第二帝政期の政治家になった。
（
14）一八一三年―七八年。フラン の医師、生理学者。著書『実験医学序説』は科学の古典。
（
15）ロシオ広場はリスボンの最も中心にある
（
16）
改レフォルミスタ
革党
と
歴イストーリコ
史党
の「融合」 （一八七六年）のこと。この動きは後に、
進プログレシスタ
歩党を誕生させた。
（
17）ポルトガル国会が置かれた場所。日本の「永田町」に相当する。
（
18）一八三二年から一九三七年にかけてフラン で発行された挿絵入り新聞。風刺画で有名。
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（
19）ポルトガルの民族歌謡。メランコリックでノスタルジックな曲想を特徴とする。
（
20）一七九三年、フランスではルイ十六世が斬首され、革命政府が樹立された。
（
21）ストラスブールは十八世紀最良の陶器を生産していた。
（
22）リスボンの中心にある最も優雅な街区。
（
23）一八二九年に発刊されたフランスの月刊誌
（
24）ポルトの海岸。
（
25）カーテンや家具カバーに使われる木綿の厚地織物。
（
26）リスボンのバイシャ地区にある商店街のひとつ。ここではブルジョワの凡庸さを象徴している。
（
27）当時、シアード通り近くのトリ ダーデ通りにあった劇場。
（
28）レオン・ガンベッタ（一八三八―一八八二年） 、 政治家。第二帝政を批判し、急進共和派を指導。第三共和政の確立に尽力した。
